
令和 5年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 兵庫県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 共生社会の実現に主体的に取り組む実践力の育成 

○調査研究のテーマを設定した目的 

研究指定校の人権教育目標として、「人権基本方針に基づき、人権尊重の理念に対する

理解を深め、生命の尊重を基盤に、自他に対する肯定的な態度と共生社会の実現に主体

的に取り組む実践力を育成する。また、学校教育のあらゆる場において、生徒一人一人を

大切にし、愛情ある指導を通して、生徒の中に広く生命と人権を尊重する態度を育てる」

を掲げている。コロナ禍の中、学校行事や部活動などの制限もあり、人間関係構築や意思

疎通に不自由を感じている生徒も少なくない。コミュニケーション不足、自己肯定感が

低いなどの現状を踏まえ、自他に対する肯定的な態度と共生社会の実現に主体的に取り

組む実践力を育成することが大きな課題となっている。 

そこで、変化の激しい時代において、社会を生き抜くためのキーワードを「多様性」

「共生」「想定外」と考え、３年前から様々な取組を行ってきた。例えば、年間を通じて

教職員の人権意識と指導力の向上のために、県教委人権教育課指導主事や弁護士による

教員研修を実施したり、男女共同参画を推進するために校内組織や校務分掌、組織体制

を見直したりしてきた。また、「子供、女性、性的指向・性自認」の人権課題に重点をお

き、生徒が自己肯定感やコミュニケーション技能を高めるために、講演会を実施したり、

学年に応じて体験的な学習を取り入れたりしながら人権学習を展開してきた。さらに、

生徒とともにいじめ基本方針の改善や校則の見直しを行ってきた。令和４年１１月には、

「グラデュエーション・ポリシー」（本校の育成をめざす資質・能力に関する方針）を定

め、「自他の生命や人権を尊重し、多文化共生社会の実現に向け豊かな人間関係を構築で

きる生徒を育成する」ことを学校全体で共通理解を図り、取り組みを進めている。 

これまでの取組を基盤にして、人権課題である「アイヌの人々、子供、女性、外国人」

に主軸をおき、特別活動や総合的な探究の時間を中心に、教育活動全体を通じて取り組

む計画を立てた。特に、アイヌの人々については、文化や歴史、現在進められている取組

等、体験的な学習を設定し、生徒が主体的に取り組み、正しい知識を得ながら生徒同士で

考え議論できるよう計画している。また、女性についての人権学習を通じて、男女間の固

定役割分担意識が一人ひとりの生き方を狭めている状況を実感させ、自らの特性を見つ

め直し、主体的な進路決定や将来設計に繋げていく。さらに、それぞれの学習過程におい

て、学んだ内容を振り返り、学習発表会等で発信することを通して自己肯定感を高めて

いく。 

このように、生徒が主体的に考え、学びを深めることを通して、自分事として捉え、多



様性を認め合う態度を培い、共生社会の実現に主体的に取り組む実践力を育成すること

を目指し、テーマを設定した。 

○調査研究の概要 

各教科や学校行事等を通じて「共生社会の実現に主体的に取り組む実践力の育成」、具

体的には、「自他の生命や人権を尊重し、多文化共生社会の実現に向け豊かな人間関係を

構築できる生徒を育成する」ことを目指す。そのために、学習を展開する際には、体験

的・協働的な活動を盛り込む。また、振り返りや発表の機会を設け、学校ホームページ・

年次通信などを通じて家庭や地域へと発信を行う。生徒の実践力が育成できたかを検証

するため、アンケートやワークシート等の分析を行い、人権教育で通じて育てたい資質・

能力の知識的側面、価値的・態度的側面、技能的側面についての評価を行う。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

兵庫県立姫路東高等学校 

○これまでの研究指定等の状況 

なし 

○学級数 

21 学級 

○児童生徒数（R.5.1.10） 

全生徒数：827 名 

○URL 

https://www.hyogo-c.ed.jp/~himehigashi-hs 

○指定理由 

 指定校は、教育活動全般を通して、自己や他者理解につながる体験的な活動や協働的

なグループ活動等を行い、学習した内容をまとめ、発信する。自己肯定感を向上させ、

自他の生命や人権を尊重し、多文化共生社会の実現に向け、豊かな人間関係を構築でき

る主体的な生徒の育成を研究目的としている。また、文部科学省スーパーサイエンスハ

イスクール指定を受け、探究活動を充実させ、課題研究の成果発表等を通して、生徒の

主体性や協働性を高める取組を実践している。さらに、地域活性のため、ふるさと貢献

事業を積極的に行うなど、地域連携を大切にしながら、人との関わりの中で、自らの課

題を発見し、主体的に解決できるよう学習を展開している。「アイヌの人々」の歴史や

文化等について体験的に学ぶため、修学旅行は目的地を北海道に設定した。実施に関し

ては、事前及び事後学習を充実させ、共生社会の実現に向けた態度を育成しようと計画

している。そこで、これまでの取組を素地として、自他を尊重する態度や共生社会の実

現に主体的に取り組む実践力の育成を目的とした研究視点を加味して教育活動を行うこ

とは、指定校における人権教育の発展につながると考えられる。体験的、協働的な学習

手法を用い、自己や他者理解を深め、多様性を認め合う態度を培い、共生社会の実現に

つなげる指定校の実践研究は、指定校の地域だけでなく、兵庫県における人権教育を推

進する上で大変有益なものであると考える。 

 

 

  



○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  

 

①子供 ○ 

②女性 ○ 

③高齢者  

④障害者  

⑤同和問題  

⑥アイヌの人々 ◎ 

⑦外国人 ○ 

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害  

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（    ）  

  
 

 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

 本研究では、「アイヌの人々」、「女性」、「子供」、「外国人」のテーマについて参加

型、体験型の学習を行い、また協働的な活動を通して多様性を認め合う態度を培い、共

生社会の実現に主体的に取り組む実践力の育成に繋がるとの仮説のもと、以下のような

実施方法で研究を進めた。 

○実施方法 

年度当初に「アイヌの人々」、「女性」、「子供」、「外国人」について生徒アンケートなど

を活用し、実態把握を行った。それをもとに、人権教育委員会（専門部１名、各年次団２

名、年次外１名）を開き、年間計画をたてた。各人権課題について、以下のような実施方

法を行った。 

「アイヌの人々」について 

(ⅰ) 修学旅行事前指導 6/19 人権 HR 

テーマ 「守り、伝え、共に生きる」高校生用教育資料『HUMAN LIGHTS』より 

目 的  アイヌ民族の文化、差別の現状について学ぶ 

概 要  高校生用教育資料『HUMAN LIGHTS』第 2 部－６「守り、伝え、共に生

きる」を活用し、 アイヌの人々について、先住民族であることや、偏見や差別の歴史

的経緯・実態等に関する正しい認識を学んだ。 グループワークや 討論や発表を通し

て、すべての民族が尊重されるべき権利を有していることを理解するとともに、多様

性を尊重した共生社会づくりに考えた。 

(ⅱ) 修学旅行 ウポポイ見学に向けて 

テーマ 「国立アイヌ民族博物館訪問（ウポポイ）見学」 

目 的  共生社会実現に向けて具体的に何をすべきかを考える。 

概 要  グループワークを通して、以下の①～⑤に取り組んだ。 

①アイヌ語の意味を調べてみよう ②アイヌ民族の視点による「６つのテーマ展示」

から学んでみよう ③伝統的コタンで体感してみよう ④感想 ⑤人権学習について

（※事前指導からウポポイ見学までにおける意識の変化についての簡易なアンケー

ト） 

(ⅲ) 修学旅行事後指導 1/25 人権 HR 

テーマ 「共生社会実現における現代の課題」 

目 的  共生社会実現のために何ができるのか考え、行動する態度の育成 

概 要  6 月の事前指導からウポポイ見学後までの一連の学習を通して得た気づき

や自身の認識の変化などについて改めて言語化し、班で共有させた。また、共生社会実

現における現代の課題について調べさせ、「アイヌの人々」だけでなく「民族問題」「共



生社会」「多様性」などをキーワードとする意見交換を行わせた。 

(ⅳ) 人権学習講演会 2/8 人権 HR 

テーマ 「共生社会実現に向けて具体的に何をすべきか」 

目 的 共生社会実現のために何ができるのか考え、行動する態度の育成 

概 要  アイヌ民族文化財団のアドバイザーである宇佐照代氏を招聘し、講演会を

実施した。地名や動物名に見られるアイヌ語や衣食住の文化の実情、病床の祖母の言

葉によって民族への意識を喚起されたとする自身の経験、ウポポイがテーマパークの

ようにも見えてしまうことへの危惧、遺骨返還問題に対する見解などが語られた他、

口琴の一種であるムックリの実演も行われた。 

「女性」について 

(ⅰ) 上野千鶴子講演会  

テーマ 「問いの立て方」について学び、情報生産者になる 

目 的 ジェンダーについての知的理解と人権感覚の涵養 

概 要  第１～３回は「ジェンダー」に焦点を当てて代表生徒が探究した発表を元

に、上野さんとの対話を全校生徒が視聴するという形式を取った。第４回は著書『情報

生産者になる』を元に、代表生徒が立てた「問い」と「研究計画書」についてご指導頂

いた。毎年、新たな視点と激励を楽しみにしている生徒が多い行事である。 

▶ 代表生徒「問い」の例 

「異性間の友情について、世代別で考え方はどのように異なるのだろうか」 

「播州弁でのコミュニケーションはジェンダーニュートラルか」など 

(ⅱ) 姫路市男女共同参画センター「あいめっせ」との連携し、ジェンダーやフェミニズ

ムについて学び、学校外での活動を経験できた。 

「子供」について 

(ⅰ) 1 年次人権講演会 …特定非営利活動法人ＳＥＡＮ理事長 小川 真知子さん 

テーマ 「共に支えあう社会の実現のために知っておかなければならないこと」～セ

クハラ・パワハラ・デート DV について～ 

目 的  現代社会におけるセクハラ・パワハラについての知識を深め、その対応方

法を学ぶ。 

概 要  パワーポイントを見ながら、子どもの人権やセクハラ・パワハラ等に関す

る定義や法律、現状を聞いた。講演会終了後には質疑応答時間を取り、生徒が個別に講

師と直接質疑応答できるようにした。講師との距離が近く、具体的な例も挙げられて

おり生徒たちは自分事として捉えられたようであった。 

(ⅱ) 1・2 年次人権講演会 …臨床心理士、前兵庫県臨床心理士会会長 羽下大信さん 

テーマ 「自己を知る」「人権意識の高揚」 

目 的  自己のアイデンティティについて考え、自己認識を深める機会にする。お

互いを語り合うことで、共生社会のあり方についての認識を深める。 



概 要 「プロの写真家が撮影した、生徒たちと同年代の若者の写真を見て、その人物

の様子や背景からイメージしたことを発表する。」というグループワークを行った。自

分がイメージしたことを自由にクラスメイトと交換すること、また写真の被写体のイ

ンタビューを聞くことで、他人と自身との価値観や認識方法の違いを実感することが

できた。臨床心理による語り口、教員とは違う視点を持つ大人のリードによるワーク

を行うことで、生徒同士の率直な意見交換につながった。 

(ⅲ) ４年前から校則について見直しを始めた。生徒会を中心に、ルールや制度改定、校

内環境改善を生徒総会等で手順を踏みながら進めることを経験できた。 

「外国人」について 

(ⅰ) 1 年次人権講演会 …本校教諭 Henriksen Jovald 

テーマ 「キャリア形成について」 

目 的  講話を聞き、自身の将来（キャリア）に対する展望を持ち今後の学びに対す

る意欲を向上させる。 

概 要  本教諭の生い立ちから現在に至るまでの経験談を、はじめは英語スピーチ

で聴き、その後日本語スピーチで確認した。彼は南アフリカ出身で、ドイツやアルゼン

チンなどでも就労経験をもち、言語習得や進路選択の場面で、どのような展望を持っ

てキャリアを形成してきたのかをデスカッションを交えながら話した。その後、グル

ープで感想や意見交換を行った。 

(ⅱ) 本校には外国人生徒等や帰国子女が複数在籍している。また、外国籍英語科教諭１

名、英語補助教員（ALT）が２名、外国籍の実習助手が勤務している。昼休みを利用した

イングリッシュカフェやハロウィンなどのイベントを開催し、異文化交流を体験できた。

また、今年度は４回の海外研修や、オーストラリアの高校生との定期的な動画交流など

異文化交流を実施した。多様な価値観を日常生活の中で経験できた。 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

「人権意識アンケート」による人権意識の変容分析 

 質問項目（「そう思わない」「ややそう思わない」「ややそう思う」「そう思う」の４段階

で回答） 

① 日本に民族問題があると思いますか。   

② アイヌ民族の文化・伝統を知っていますか。 

③ LGBTQ 等、ジェンダー問題について知っていますか。 

④ 様々な考えをもつ人々と暮らしていることを理解していますか。 

⑤ 地域や社会をよりよくするために何をすべきかを考えたことがありますか。 

⑥ 様々な価値観を尊重しようとする態度を身につけていますか。 

⑦ 自分のよいところがわかり、自分を大切にしていますか。 

⑧ 人権問題を解消するために行動しようと思いますか。 

⑨ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

⑩ 多くの人々と協力して行動することができますか。 

⑪ 学校内外の活動に参加し、人の役に立った経験がありますか。 

⑫ 自分と異なる価値観を持つ人々と関わることができますか。 

 

 2 年次 アンケート結果 ※ 重点課題「アイヌの人々」に取り組んだ 2 年次の人権意

識の変容分析 

 2 年次 5 月（回答数 261） 

 

2 年次 2 月（回答数 258） 

 

・そう思う（緑）、ややそう思う（黄）、ややそう思わない（赤）、そう思わない（青） 

・「①日本に民族問題があると思いますか」「②アイヌ民族の文化・伝統を知っています

か」において「そう思う」「ややそう思う」が増加した。修学旅行を通して学習した「ア

イヌの人々」についての理解が進んだように見られる。また⑥～⑫のアンケートでも

同様の傾向がみられ、自己肯定感の向上や他者理解・共生の心の育成が進んだ。 



・今年度の取り組みでは、多くの人権問題について知ることができた。しかし、その問

題を知った後、解決に向けてどう行動するかが今後の課題である。「⑤地域や社会をよ

りよくするために何をすべきかを考えたことがありますか」「⑧人権問題を解消するた

めに行動しようと思いますか」で「そう思う」が増えるよう、多様な生き方の中から自

らの生き方を考えられるように取り組みたい。 

人権図書の活用 

・目的は今年度取り組んできた人権課題「アイヌ」「女性」「子ども」「外国人」につい

て、さらに考えを深め、知識を補足するため、図書室とは別に、人権関連図書のみを集

めたコーナー(本棚)を、生徒・教師の両方が利用しやすいよう職員室前に設置した。 

・専門的なものから漫画まで幅広い書籍を用意することで、それぞれに合ったレベル

で知識を深められるようにした。また、DVD も用意してあるので、今後の人権 LHR

での活用が期待される。 

 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

時 期 内 容 備 考 

４～５月 人権ホームルームや講演会等の年間行事の検討 

人権意識調査 教職員人権研修(インクルーシブ教育) 

人権教育委員会、全年次 

生徒部、委員会 

６～７月 上野千鶴子さんによるワークショップ、講演会 

NPO 法人 SEAN との連携、ワークショップの実施 

いじめアンケートの実施 

海外オンライン交流会（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ｺﾙﾍﾞｶｿﾘｯｸ ｶﾘｯｼﾞ） 

委員会、生徒部、各年次 

希望者 

８月 NPO 法人 SEAN との連携、ワークショップの実施 

アイヌについての調べ学習 

教職員人権研修(カウンセリングマインド) 

委員会、１年次 

教科学習、２年次 

生徒部、委員会 

９～12 月 長期休業中の服装についてアンケートの実施 

修学旅行事前指導 修学旅行 

人権ホームルームの実施と振り返り 

いじめアンケートの実施 

人権教育委員会、 

生徒部、各年次 

いじめ防止対策委員会 

１～３月 修学旅行事後指導(LHR)、修学旅行事後指導(講演会) 

人権意識調査、いじめアンケートの実施 

今年度の総括と来年度計画の検討 

教科学習、各年次 

人権教育委員会、生徒部、 

いじめ防止対策委員会 

 

  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む） 

 

 

  



○関連資料 

 

 







 

 


